
〈
取
組
の
概
要•

効
果

〉

事
業
に
は
製
鉄
工
程
で
の
副
産
物
で
あ

る
「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
」
を
配
合
し
た
自
社
開

発
の
施
肥
材
「
ビ
バ
リ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
」

を
活
用
。
平
成
２
６
年
に
は
別
苅
地
区
の

海
岸
線
２
７
０
ｍ
に
埋
設
す
る
大
規
模
施

工
を
行
い
、
コ
ン
ブ
の
藻
場
面
積
を
大
き

く
広
げ
ま
し
た
。
平
成
３
０
年
～
令
和
４

年
の
５
年
間
で
４
９
．
５
ト
ン−

Ｃ
Ｏ
２

の

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
。
漁
業
協
同
組
合
と

民
間
企
業
の
共
同
申
請
は
初
め
て
で
、
ま

た
北
海
道
の
コ
ン
ブ
藻
場
と
し
て
も
初
の

Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

認
証
を
受
け
ま

し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
と
し
て
い
ま
す
。

〈
取
組
の
将
来
展
望

〉

現
在
は
、
北
海
道
を
中
心
に
全
国
４
４

カ
所
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
。
事
業

拡
大
に
向
け
て
今
後
も
取
り
組
み
を
続
け

て
い
く
ほ
か
、
地
域
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
参
画
依
頼
が
あ
れ
ば
、
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

［担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
］

Ｑ

工
夫
し
て
い
る
点

鉄
鋼
業
に
携
わ
る
当
社
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

取
組
で
、
漁
場
再
生
活
動
で
も
あ
る
事
業
で
す
。

Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

認
証
申
請
に
際
し
て

は
、
増
毛
漁
協
さ
ん
と
密
な
連
携
を
図
り
ま
し

た
。
今
後
も
地
元
と
の
協
働
体
制
を
築
き
な
が

ら
、
継
続
し
て
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

4

〈
取
組
の
経
緯•

背
景

〉

道
は
、
道
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
道
有

林
６
１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｏ

２

の
吸
収
源
と
な
る
森
林
を
適
切
に
整

備
・
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
有
林
で

吸
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２

は
、
国
が
運
営
す
る
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト

化
し
、
企
業
等
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
北
海
道
を
代
表
す
る
名

峰
・
羊
蹄
山
と
、
旭
岳
を
望
む
人
工
林
の

森
林
整
備
か
ら
誕
生
し
た
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量

に
つ
い
て
、
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
Ｊ−

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）
の
認
証
を
受
け
、
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
よ
る
環
境
活
動
に

取
り
組
む
企
業
や
団
体
等
の
皆
様
へ
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
販
売
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
森
林
の
価
値
と
保
護
の
重
要
性

の
理
解
促
進
、
カ
ー
ボ
ン･

オ
フ
セ
ッ
ト

市
場
の
拡
大
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
取
組
の
概
要•

効
果

〉

平
成
２
４
年
３
月
２
６
日
に
、
４
，
３

２
６
ト
ン−

Ｃ
Ｏ
２

の
認
証
を
受
け
ま
し

た
。
令
和
４
年
３
月
３
１
日
時
点
の
販
売

可
能
量
は
、
２
，
９
４
１
ト
ン−

Ｃ
Ｏ
２

と

な
っ
て
い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
１
ト
ン

−

Ｃ
Ｏ
２

以
上
ご
購
入
い
た
だ
い
た
企

業
・
団
体
に
は
、
北
海
道
の
森
林
づ
く
り

へ
の
協
力
へ
の
感
謝
の
意
と
し
て
、
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
証
明
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

●クレジットを１トン以上購入すると、

カーボン・オフセットの証明書を発行。

●道有林J-VERでオフセットした製品

やイベントに、道有林アイドル

キャラクター「キキタ」を

使用することができる。

道有林アイドルキャラクター

「キキタ」

▶
羊
蹄
山(

上)

と
旭
岳(

下)
を
望
む
人
工
林
の
森
林

整
備
か
ら
誕
生
し
た
Ｃ
Ｏ

2

を
ク
レ
ジ
ッ
ト
化

■オフセットクレジットを購入すると

道
有
林
オ
フ
セ
ッ
ト•

ク
レ
ジ
ッ
ト(

Ｊ−

Ｖ
Ｅ
Ｒ)

Ｊ−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
、

現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
の
取
り
組
み
ご

と
に
方
法
論
（
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す

る
技
術
や
方
法
ご
と
に
排
出
削
減
算
定
方

法
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
等
を
規
定
し
た

も
の
）
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
方
法
論
は
、

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
て
随
時

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ−

ク
レ
ジ
ッ
ト
の

創
出
拡
大
を
目
指
し
て

水
素•

ア
ン
モ
ニ
ア•

バ
イ

オ
マ
ス
利
用
が
追
加
！

鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
よ
る
コ
ン
ブ
藻
場
形
成
を

活
用
し
た
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
創
出

事例

増
毛
町

〈
取
組
の
経
緯•

背
景

〉

コ
ン
ブ
の
藻
場
形
成
に
は
鉄
分
が
重
要

と
い
う
こ
と
が
研
究
で
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
日
本
製
鉄
株
式
会

社
は
、
平
成
１
６
年
か
ら
増
毛
漁
業
協
同

組
合
と
共
同
で
磯
焼
け
対
策
・
漁
場
再
生

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

藻
場
造
成
は
Ｃ
Ｏ
２

削
減
策
と
し
て
も

注
目
さ
れ
、
令
和
2
年
か
ら
は
ジ
ャ
パ
ン

ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合
に
よ

る
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

認
証
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
社
も
令
和

４
年
に
過
去
５
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

を
行
い
ま
し
た
。

▲埋設前と、埋設後3年間の藻場の比較 ▲ビバリー ユニット

埋設前

1年目

2年目

3年目

日
本
製
鉄
株
式
会
社

先
端
技
術
研
究
所

環
境
基
盤
研
究
部

小
杉

課
長
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実現に向けた道の取組

令
和
４
年
度
か
ら
、
空
知
管
内
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
実
現
に
向
け
た
機

運
醸
成
を
図
る
た
め
、
管
内
の
市
町
と

共
催
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
始

め
ま
し
た
！

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た

市
町
か
ら
順
に
開
催
し
、
今
後
、
管
内

全
市
町
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

▼

つ
な
げ
、
バ
ト
ン
！

「そ
ら
ち
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

リ
レ
ー
パ
ネ
ル
展
」
開
催
！

◀

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
様
配
布
チ
ラ
シ

▲ 市町と連携したパネル展示（深川市・妹背牛町・北竜町・沼田町）

▲ ２０２２北海道森林・林業・環境機
械展示実演会in芦別

●

勉
強
会

環
境
生
活
課
の
職
員
が
気
候
変
動
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ

い
て
、
課
題
意
識
を
高
め
る
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

生
徒
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
の
魅

力
と
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
投
げ
か
け
を
受

け
て
、
各
グ
ル
ー
プ
毎
に
何
を
や
っ
て
み
た
い
か
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
方
向
性
を
決
定
し
ま
し
た
。

●

成
果

▲ 勉強会の様子

▲ 役場への取材

▲ 他地域との比較による分析

▲発表会の様子▲校内発表会の様子

空
知
総
合
振
興
局

後
志
総
合
振
興
局

▼

後
志
教
育
局
と
連
携
！

「M
e

e
t u

p
 A

c
tio

n
 f

o
r S

h
iriB

e
s
h

i

」の
開
催

ま
た
、
民
間
事
業
者
の
方
々
に
も
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
積
極
的
な
普
及

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

道
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
様
と
連
携
し
、

道
民
の
皆
様
や
民
間
事
業
者
の
皆
様
へ

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
践
を
呼
び
か
け

る
情
報
発
信
を
行
っ
た
ほ
か
、
Ｃ
Ｈ
Ｂ

北
海
道
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
機
械
協
議
会

様
主
催
の
「
２
０
２
２
北
海
道
森
林
・

林
業
・
環
境
機
械
展
示
実
演
会in

芦

別
」
に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
北
海
道
実
現
と
い
う
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
取
組
推
進
の
バ
ト
ン
を
つ

な
い
で
行
き
ま
す
！

後
志
総
合
振
興
局
は
後
志
教
育
局
と
連
携
し
、
管
内
の
中
・
高
生
が
後
志
地
域
の

発
展
や
課
題
解
決
の
た
め
に
協
力
し
て
話
し
合
い
、
地
域
へ
の
愛
情
や
地
域
の
将
来

を
担
う
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
を
題
材
と
し

た
「M

eet
u
p
A
ctio
n
fo
r
S
h
iriB
esh
i

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

調
査
・発
表

各
グ
ル
ー
プ
毎
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
関
す
る
調
査
・
分
析
や
役
場
へ
の
取
材
を
行

い
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
提
案
に
つ
い
て
検
討
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
勉
強
会
で
驚
い
た
こ
と
や
課
題
解
決
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
を
自
分
た
ち
の
身
近

な
問
題
と
捉
え
、
具
体
的
な
取
組
の
提
案
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

今
回
の
成
果
を
生
徒
会
活
動
や
校
内
全
体
に
展
開
し
た
り
、
校

内
発
表
会
で
地
域
住
民
に
向
け
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
に
つ
い

て
の
提
案
を
発
表
し
た
り
す
る
な
ど
、
学
校
で
も
地
域
で
も

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」
が
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。
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『ゼロカーボン北海道』の

渡
島
総
合
振
興
局
で
は
、
太
陽
光
発

電
設
備
と
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
導

入
に
よ
る
「
Ｖ
２
Ｂ
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
・
運
用
し
、
自
ら
排
出
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
脱
炭
素
化
の
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

▼
渡
島
合
同
庁
舎
V
２
B

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

●
V
２
B
と
は

Ｖ

２

Ｂ

と

は

、

「ve
h
icle

to

b
u
ild
in
g

」
の
略
で
、
自
動
車
と
建
物
の

間
で
電
力
の
相
互
供
給
を
行
う
た
め
の

技
術
や
シ
ス
テ
ム
で
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
付
き
カ
ー
ポ
ー
ト

と
、
３
台
の
Ｅ
Ｖ
を
導
入
し
、
太
陽
光

発
電
で
生
じ
た
電
力
を
庁
舎
と
Ｅ
Ｖ
で

使
用
し
ま
す
。

ま
た
、
充
放
電
器
（
Ｖ
２
Ｂ
機
器
）

の
設
置
に
よ
り
、
Ｅ
Ｖ
か
ら
庁
舎
へ
の

給
電
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｅ
Ｖ
の
内
蔵
電
池
は
、

災
害
等
に
よ
る
停
電
時

の
非
常
電
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。庁

舎
の
非
常
電
源
と

す
る
ほ
か
、
「
移
動
す

る
電
源
」
と
し
て
避
難

所
等
で
の
給
電
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

太陽光発電で
つくられた電力

太陽光発電設備
（ソーラー
カーポート）

充放電器
（V2B機器）

●
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化

庁
舎
ホ
ー
ル
に
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設

置
し
、
太
陽
光
発
電
量

や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
な
ど
の

取
組
内
容
を
地
域
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
取
組
の
見
え
る
化

●

渡
島
総
合
振
興
局
「ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
」ナ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

近
年
、
行
動
学
で
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ナ
ッ

ジ
」
に
よ
り
、
渡
島
合
同
庁
舎
の
節
電
や
省
エ

ネ
を
推
進
す
る
た
め
、
職
員
有
志
に
よ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し
た
。

ナ
ッ
ジ
の
基
礎
を
学
ぶ
た

め
、
外
部
講
師
に
よ
る
勉
強

会
を
開
催
し
、
庁
舎
内
の
課

題
解
決
に
向
け
検
討
を
重
ね
、

現
在
、
複
数
の
課
題
に
対
し

「
ナ
ッ
ジ
」
に
よ
る
解
決
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

電気自動車
（ＥＶ）

▼
宗
谷
が
誇
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

魅
力
再
発
見
！

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
講
演
会

▲ 浜里ウインドファーム（幌延町）

宗谷管内は道内でも有数の風力発電量を誇る地域です。

▲ 豊富鉱山（豊富町）
天然ガスのコージェネレーションシステムを導入し、鉱山

施設の電力を賄うとともに、廃熱を温泉水の加温に利用し、
各宿泊施設に供給しています。

渡
島
総
合
振
興
局

宗
谷
総
合
振
興
局

道
庁
環
境
生
活
部
次
長
兼
地
域
脱
炭

素
担
当
局
長
の
甲
元
信
宏
と
、
稚
内
市

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
長
の
市
川
正
和
氏

を
講
師
と
し
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
挑
戦
や
自
治
体
の
取
組
強
化
を
推
進

す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
シ
ス
テ
ム
の
概
要

宗
谷
総
合
振
興
局
で
は
、
「
Ｓ
Ｏ
Ｙ

Ａ
新
エ
ネ
・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
普
及
啓
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、
地
域
の
皆

様
方
に
宗
谷
が
誇
る
豊
か
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
１
１
月
に
企
業
や
経
済
団

体
、
市
町
村
等
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
バ
ス
ツ
ア
ー

で
は
風
力
発
電
施
設
、
紙
お
む
つ
燃
料

化
施
設
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５

年
度
に
は
、
北
海
道
の
将
来
を
担
う
若

い
世
代
に
対
し
て
普
及
啓
発
な
ど
の
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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省
エ
ネ
関
連
情
報

中
小
企
業
や
道
民
の
皆
様
に
向
け
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
活
用
可
能
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
や
ツ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

【事
業
所
向
】

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
問
題
を

低
予
算
・
短
期
間
で
解
決

経
済
産
業
省
で
は
、
中
小
企
業
向
け

に
、
安
価
に
利
用
で
き
る
省
エ
ネ
診
断

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専
門

家
が
直
接
診
断
を
実
施
。
中
小
企
業
等

の
工
場
・
ビ
ル
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

の
状
況
を
診
断
す
る
と
と
も
に
、
設

備
・
機
器
の
運
用
改
善
や
設
備
投
資
の

提
案
を
行
い
、
ト
ー
タ
ル
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

設
備
単
位
の
診
断
プ
ラ
ン
と
、
使
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
節
電
・
節
ガ
ス
・
そ
れ

ら
の
組
み
合
わ
せ
）
全
体
の
診
断
プ
ラ

ン
（
ま
る
っ
と
プ
ラ
ン
）
の
ど
ち
ら
か

を
選
択
可
能
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
気
に
な
る
設

備
か
ら
短
時
間
で
診
断
が
可
能
で
あ
り
、

設
備
の
運
用
改
善
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の

提
案
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
（
設

備
更
新
費
用
が
厳
し
い
等
の
状
況
に
応

じ
て
の
提
案
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
）
。

ま
た
、
診
断
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
各
設

備
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
料
の
把
握
が
含

ま
れ
る
た
め
、
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成
や

設
備
更
新
の
判
断
材
料
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
っ
た
企
業
に
お
け
る
省
エ

ネ
取
組
の
立
案
に
も
役
立
ち
ま
す
。

【家
庭
向
】

北
海
道
ゼ
ロ
チ
ャ
レ
！
家
計
簿

家
庭
の
Ｃ
Ｏ

2

排
出
量
を
見
え
る
化

道
で
は
、
今
年
度
、
環
境
省
北
海
道

地
方
環
境
事
務
所
と
連
携
し
、
家
庭
に

お
け
る
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
を
可
視
化
で
き

る
ア
プ
リ
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

本
道
は
全
国
と
比
べ
、
家
庭
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
割
合
が
高
く
、

家
庭
で
の
取
組
は
重
要
に
な
り
ま
す
。

本
ア
プ
リ
で
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
使
用
量
、
料
金
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
毎
月
の
光
熱
費
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
推
移
の
グ
ラ
フ
が
自
動
作
成

さ
れ
、
類
似
世
帯
と
の
比
較
や
参
加
者

内
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
も
表
示
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
省
エ
ネ
に
関
す
る
情
報
や
道

の
お
知
ら
せ
な
ど
の
配
信
機
能
を
設
け

る
と
と
も
に
、
排
出
量
デ
ー
タ
を
、
市

町
村
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
も
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
、
準
備
が
整
い
次
第
、
ア
プ

リ
の
公
開
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【道
民
の
み
な
さ
ま
】

・
初
期
登
録
（
市
町
村
名
、
家
族
人
数
、
住
居
形
態
、

家
族
Ｉ
Ｄ
な
ど
）

・
毎
月
入
力
（
電
気
、
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
使
用
量
、
料
金
）

【ア
プ
リ
の
機
能
例
】

・
電
気
、
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
、
前
年
同
月
と

比
較
し
て
削
減
成
果
を
評
価

・
年
度
ご
と
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
ほ
か
、
電
気
、
ガ
ス
な

ど
の
種
類
別
に
使
用
量
、
料
金
を
グ
ラ
フ
表
示

・
そ
の
他
、
領
収
書
な
ど
の
画
像
取
り
込
み
機
能
、
市

町
村
別
で
の
削
減
成
果
な
ど【市

町
村
】

統
計
デ
ー
タ
の

提
供
に
了
解
を

得
ら
れ
た
登
録

者
の
デ
ー
タ
に

つ
い
て
、
市
町
村

に
提
供
し
、
施

策
の
検
討
や
成

果
の
検
証
な
ど

に
活
用

※アプリは開発中のため、表示画面や内容は変更と

なる場合があります。

※トップ画面（イメージ）

中
小
企
業
等
に
向
け
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断

（経
済
産
業
省
）

■

診
断
を
受
け
ら
れ
る
事
業
者



中
小
企
業
基
本
法
に
定
め
る
中
小
企
業
者



会
社
法
上
の
会
社
に
該
当
せ
ず
、
前
年
度

も
し
く
は
直
近
１
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
（
原
油
換
算
値
）
が
１
，
５
０
０
㎘
未

満
の
事
業
所

■

診
断
の
流
れ

申し込み

事前調整

現地診断

診断報告

診断費用支払い

事
業
詳
細
と
、
診
断
の
申
込
は
こ
ち
ら
か
ら
◀


